























































































(II /45S， cf. 1 /28)、その「他の個物」でさえ、実は有限な様態的変状に
様態化したく限りにおける神 (Deusquatenus) >であること(I/28D)を

































































































































































































































それに満足できるのだ (III/57S，N / Ap32)。だが、精神が完全性そのもの








































(N /Pr) = Wエチカ』第4部序言。 (TP/II/4)= W政治論』第2章第4節。
(TTP/N /44) = W神学政治論』第4章44頁。 (EP/19)= W往復書簡集』第四
書簡。
1) Deleuzeι， Spinoza et leρrobleme de l'exρression， Minuit， 1968， 
P12.スピノザでは「説明すること」は「表現すること」のー側面であ
る。
2) (N /2ム57S，Ap6・7・32)，(TP/II/5・8)，(TTP/III/32， N /44， 
XVI/191) 
3) (1/32， Ap， II/35S，48)， (TP/II/6)， (TTP/N /68)， (EP/58) 










保持するカ能J(N /4D， cf. N /5D) と述べられ、更には「それによっ
て、存在に固執する力 (vis)J(II/45S， N/3， cf. N/26D)とさえ述べ
られている。
7) ドゥルーズも“conatusen tant que"という表現をしているが、意識
的ではないようだ。 Deleuze，G.， op. cit.， p.211. 
8) (III/9S， AdlEX， N /18D，2ID，59D， ApI) 
9) (III/57D)自己保存のコナトゥスが増大することを明記した唯一の箇
所。
10) (III/11S， 37・D，57D， cf. III/55CD， Ad2・3)
11) (N / Ap4， V /32C， 36S， cf. I /49S) 
12) Harris， E.E.， Salvation from Despair， Nijhoff， 1973， p.240. 
13) cf. Levinas， E.， Dieu， laMort et le Temps， Grasset， 1993， pp.31， 
38-39. 
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